
町役場支所として21年間親しまれてきた建物を「築きのもり」と名付けられた図書館へ全面改修。“本のもり”のイメージで設計され、木の枝のようなルーバーでやわらかく包む、木立の中へ誘い込むような外観となった。

水まわりの特長
改修の経緯
福岡県築上町の「築上町図書館」は、築上町役場旧築城支所を全面改修し、2025（令和7）年11月に誕生。愛称は「築（きず）きのもり」。築上ののどかな田園風景の中に広がる“本のもり”をイメージし、隈研吾建築都市設計事務所が設計。基本理念は「出会う・つながる・わくわくする」とし、豊かな心と学びの心を育む、くつろぎの図書館を目指している。館内は、子育て世代をはじめ、幅広い世代が目的に応じて過ごせるようゾーニングが施され、地域における新たな文化交流拠点としての役割を担っている。最大の特長は、1Fに設置された「あそべるほんだな」。階段やトンネル、滑り台などを備えたスペースは、従来の図書館の枠を超え、親子の笑顔と交流が生まれる充実した子育て支援の場となっている。

トイレの特長
施設のコンセプトに基づき、トイレなどの水まわりも、お子様や子育て世代の利便性を追求し、乳幼児連れへの配慮を徹底した空間を実現している。特に1Fの親子トイレは、ゆとりある空間を確保した大便器ブースとし、幼児用大便器のほかベビーシートなどを完備。また、トイレの奥に個室授乳室やバリアフリートイレを配置し、施設を訪れる、多様な利用者のニーズに応える設計がなされている。安全面にも注力。洗面コーナーや大便器ブース内に呼出ボタンを設置。非常時にボタンが押させると、入口のピクトグラム上のランプが点灯、同時に図書館事務室へ通知が届く仕組みになっている。新たな図書館は、ハード・ソフトの両面から、だれもが安心して利用できる環境づくりを目指して完成された。

建築概要
名称	 築上町図書館 築（きず）きのもり
所在地	 福岡県築上郡築上町大字築城1096
施主	 築上町
設計	 株式会社隈研吾建築都市設計事務所
施工	 松山建設株式会社
竣工年月	 （改修）2025年９月
敷地面積	 10,814.63㎡
建築面積	 1,834.93㎡
延床面積	 2,831.55㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造、鉄骨造・地上3階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式：UAXC3C系
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5534AUY
ウォシュレットPS（温風乾燥付きエコリモコン）： TCF系
棚付二連紙巻器：YH700AD／紙巻器：YH116／自動洗浄小便器：UFS900R
ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR／洗面器：L502、L532
台付自動水栓：TLE28SS1A／自動水石けん供給栓：TLK07S01JA
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK21R1A1ADD2BB
幼児用大便器：CS300B／幼児用小便器：U310GY／ベビーシート：YKA25N
ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R
パブリック用手すり：T112CL10、T112CL9、T112CP5S、T112CU2、T112HK7R

お子様やさまざまな利用者に配慮した洗面コーナーには、非接触で手洗いができる自動水栓と自動水石けん供給栓を採用。急な体調不良や防犯対策として、壁に呼出ボタンを設置している。大便器ブースには、乳幼児連れ配慮として幼児用大便器やベビーシートを設置。また、L型手すりやはね上げ手すりも設置され、高齢者やさまざまな身体状況の方の利用に配慮している。白を基調とした衛生的なトイレ空間。洗面コーナーの1ヶ所をお子様でも手が届きやすいよう、あふれ面の高さを低く設定。さらに、小さなお子様連れに配慮して、小便器コーナーの1ヶ所に幼児用小便器を設置している。

エントランスホールの吹き抜け空間のルーバーには、地元の京築ヒノキを使用。テーマごとに本を展示する“ほんのもり”や滑り台などを備えた“あそべるほんだな”と特色ある展示に、連日子育て世代や乳幼児連れで賑わう。

プライバシーに配慮して、授乳室には鍵付きの個室を2ブース用意。利用前後に手洗いができるよう洗面カウンターとクリーンドライ（ハンドドライヤー）も設置され、衛生性にも配慮されている。バリアフリートイレには、車いす使用者や、オストメイトに配慮した汚物流しを備えたコンパクト・バリアフリートイレパックを採用。ベビーチェアやフィッティングボードを備え、乳幼児連れの利用も可能としている。大便器は床の清掃性がよく、連続洗浄可能な壁掛大便器セット・フラッシュタンク式を採用。男性トイレと同様に、すべての大便器ブースに幼児用大便器やベビーシートを備え、乳幼児連れに配慮している。

トイレ入口は、職員の目が届きやすいサービスカウンター横に位置。ピクトグラム上の非常用ライトは、有事の際にトイレ内の呼出ボタンが押されると点灯し、同時に図書館事務室へ通知が届く仕組みとなっている。
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トイレ入口 トイレ入口は、職員の目が届きやすい
サービスカウンター横に位置。ピクトグ
ラム上の非常用ライトは、有事の際にト
イレ内の呼出ボタンが押されると点灯
し、同時に図書館事務室へ通知が届
く仕組みとなっている。

女性トイレ 
大便器ブース

大便器は床の清掃性がよく、連続洗
浄可能な壁掛大便器セット・フラッシュ
タンク式を採用。男性トイレと同様に、
すべての大便器ブースに幼児用大
便器やベビーシートを備え、乳幼児連
れに配慮している。

バリアフリートイレ バリアフリートイレには、車いす使用者
や、オストメイトに配慮した汚物流しを
備えたコンパクト・バリアフリートイレパッ
クを採用。ベビーチェアやフィッティング
ボードを備え、乳幼児連れの利用も可
能としている。

授乳室 プライバシーに配慮して、授乳室には
鍵付きの個室を2ブース用意。利用
前後に手洗いができるよう洗面カウン
ターとクリーンドライ（ハンドドライヤー）
も設置され、衛生性にも配慮されてい
る。

内観 エントランスホールの吹き抜け空間の
ルーバーには、地元の京築ヒノキを使
用。テーマごとに本を展示する“ほんの
もり”や滑り台などを備えた“あそべる
ほんだな”と特色ある展示に、連日子
育て世代や乳幼児連れで賑わう。

男性トイレ 
洗面・小便器コーナー

白を基調とした衛生的なトイレ空間。
洗面コーナーの1ヶ所をお子様でも手
が届きやすいよう、あふれ面の高さを
低く設定。さらに、小さなお子様連れ
に配慮して、小便器コーナーの1ヶ所
に幼児用小便器を設置している。

男性トイレ 大便器ブース 大便器ブースには、乳幼児連れ配慮
として幼児用大便器やベビーシート
を設置。また、L型手すりやはね上げ
手すりも設置され、高齢者やさまざま
な身体状況の方の利用に配慮してい
る。

女性トイレ 洗面コーナー お子様やさまざまな利用者に配慮し
た洗面コーナーには、非接触で手洗
いができる自動水栓と自動水石けん
供給栓を採用。急な体調不良や防犯
対策として、壁に呼出ボタンを設置し
ている。

建築概要
名称	 築上町図書館 築（きず）きのもり
所在地	 福岡県築上郡築上町大字築城1096
施主	 築上町
設計	 株式会社隈研吾建築都市設計事務所
施工	 松山建設株式会社
竣工年月	 （改修）2025年９月
敷地面積	 10,814.63㎡
建築面積	 1,834.93㎡
延床面積	 2,831.55㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造、鉄骨造・地上3階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式：UAXC3C系
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5534AUY
ウォシュレットPS（温風乾燥付きエコリモコン）： TCF系
棚付二連紙巻器：YH700AD／紙巻器：YH116／自動洗浄小便器：UFS900R
ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR／洗面器：L502、L532
台付自動水栓：TLE28SS1A／自動水石けん供給栓：TLK07S01JA
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK21R1A1ADD2BB
幼児用大便器：CS300B／幼児用小便器：U310GY／ベビーシート：YKA25N
ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R
パブリック用手すり：T112CL10、T112CL9、T112CP5S、T112CU2、T112HK7R

トイレ図面

水まわりの特長
改修の経緯
福岡県築上町の「築上町図書館」は、築上町役場旧築城支所を全面改修し、
2025（令和7）年11月に誕生。愛称は「築（きず）きのもり」。築上ののどかな田園風
景の中に広がる“本のもり”をイメージし、隈研吾建築都市設計事務所が設計。基
本理念は「出会う・つながる・わくわくする」とし、豊かな心と学びの心を育む、くつろ
ぎの図書館を目指している。館内は、子育て世代をはじめ、幅広い世代が目的に
応じて過ごせるようゾーニングが施され、地域における新たな文化交流拠点とし
ての役割を担っている。最大の特長は、1Fに設置された「あそべるほんだな」。階
段やトンネル、滑り台などを備えたスペースは、従来の図書館の枠を超え、親子の
笑顔と交流が生まれる充実した子育て支援の場となっている。

トイレの特長
施設のコンセプトに基づき、トイレなどの水まわりも、お子様や子育て世代の利便性
を追求し、乳幼児連れへの配慮を徹底した空間を実現している。特に1Fの親子ト
イレは、ゆとりある空間を確保した大便器ブースとし、幼児用大便器のほかベビー
シートなどを完備。また、トイレの奥に個室授乳室やバリアフリートイレを配置し、施
設を訪れる、多様な利用者のニーズに応える設計がなされている。安全面にも注
力。洗面コーナーや大便器ブース内に呼出ボタンを設置。非常時にボタンが押さ
せると、入口のピクトグラム上のランプが点灯、同時に図書館事務室へ通知が届く
仕組みになっている。新たな図書館は、ハード・ソフトの両面から、だれもが安心し
て利用できる環境づくりを目指して完成された。

外観 町役場支所として21年間親しまれて
きた建物を「築きのもり」と名付けられ
た図書館へ全面改修。“本のもり”の
イメージで設計され、木の枝のような
ルーバーでやわらかく包む、木立の中
へ誘い込むような外観となった。
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